






































  ―メラネシア・フィジーにおける神話／ 
   詩的テクストの言語人類学的研究』
三元社、2017年、5,741円＋税、516頁
佐野文哉






























































































































「土地の本当の民（itaukei dina ni vanua）」／反対派＝「新しき（vou）」「誤った（cala）」
「よそ者（tamata vulagi）」という対立図式が形成されるに至った。


































の職員 2人によって作成された DVDについて考察される。この約 100分の DVDは上記
の即位儀礼を記録・編集して作成されており、主なシーンの転換部には IFLCの職員によ
る標準フィジー語のナレーションが吹き込まれているが、ナレーション以外の儀礼スピー
チや村人たちの会話はすべて地域方言がそのまま記録されている。即位儀礼が NLCの文
書と矛盾する人びとによって主導され、首長が住まうドゥリティ村とは異なる村で開催さ
れたことについては、「「土地の決定」のもと、植民地化以前に行われていた即位儀礼が
踏襲されている」という内容のナレーションが挿入されることでその正統性が示されて
いる。なおナレーションはヴォニ氏族ナンボロ系族の男性によって監修されているが、
DVDの著作権はフィジー総務省に属している。このように「文書」の内容と矛盾した儀
礼の様子が記録され DVDとしてアーカイヴ化されたという事実は、現代フィジーにおけ
る「文書」の権威の失墜を表している。すなわち「文書」の記述が人びとの経験世界の外
部に位置していた過去とは異なり、「文書」が提示する社会集団の秩序がある程度浸透し
た現代フィジーにおいては、「フィジー人」をテクスト化する「メタ・テクスト」は「文
書」そのものではなく、「文書」を通してテクスト化されたフィジー人自身によって織り
なされる語りや儀礼といった「相互行為的テクスト」（437）へと移行しており、その意味
において「土地の民」による相互行為それ自体に超越的な契機が「転移」しているといえ
る。
　以上が本書の概略である。植民地状況下で作成された文書と現地で交わされたさまざま
なやりとりの詳細な分析によってフィジー人社会の記号論的変遷を描き出す本書は、評者
のようにフィジーをフィールドとする人類学徒のみならず、記号論的な社会文化研究に関
心をもつ人びとにとっても示唆に富むものであろう。
　その一方で評者にはいくつか疑問に感じられた点もあった。たとえば「テクスト」を意
識化された出来事と定義したうえで、特定のコミュニケーションが意識化＝「テクスト
化」される過程の解明をその目的に掲げる著者は、本書において、即位儀礼の賛成派の
リーダーたちを中心としたやりとりや、彼らを中心に執り行われた即位儀礼の場、それら
を記録した DVDなどを対象とした分析を展開しているが、そこでは公的になにかを語り
うる人びと、いわゆる社会的な「エリート」による語りや言説の分析に終始している。そ
のため著者がいう「超越的な契機」、すなわち文化変容の所在は社会的なエリートによる
語りや言説に限定されてしまっているかのような印象を受ける。しかし「文化」をその
根底で支え、駆動しているのは、社会的なエリートによる語りや言説だけではなく、さま
ざまな人びとによる、前意識的な（すわなち人びとが必ずしも明示的・意識的に語りえな
い）ふるまいを含む日々の相互行為の総体であり、それらによってかたちづくられる関係
性であると評者は考える。そうだとすれば、「人びとの「相互行為的テクスト」に超越的
な契機が「転移」している」という著者の分析が真実だとしても、はたしてそうした「超
越的な契機」の所在は、著者が分析対象としたようなエリートによる明示的・意識的な語
りの形式やそこで使われている言葉の意味、およびそれらから類推される語用的効果のみ
342
に帰されるべきものなのだろうか。
　ただし、評者が感じたこうした疑問点は本書の「厚い記述」の前では些末なものにすぎ
ないかもしれない。緻密なフィールドワークに基づいて書かれた本書は、本稿で汲みつく
しきれない示唆に富んでいる。ぜひさまざまな人びとに本書を手に取っていただきたい。
